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CFPプログラム活用への取組み

1）建築物を対象としたＣＦＰ算定の経緯

日本のCO2排出量に占める建築関連の割合
（伊香賀俊治：建築物のLCA・LCC手法の国・自治体・民間で
の活用状況、日本LCA学会誌Vol.4、No.1、pp.19-26、2008）

・日本のCO2排出量の約1/3が建築関連

・8割弱を運用時が占める

省エネ法、ZEB（ネット・ゼロ・エネル
ギー・ビル）など

運用時におけるCO2削減規制等の強化

ゼネコンの取組み

運用時の削減＝発注者の直接的なメリット

⇒設計段階からLCA評価、提案

将来的には運用時の割合が減る

＝運用時以外の割合が増える
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CFPプログラム活用への取組み

低炭素建築物認定制度の施行
地域における低炭素化施策の普及を図ることを目的として「都市の低炭素化の促進に関する法律（略
称：エコまち法）」が平成24年12月に施行
⇒建築物自体（躯体）の低炭素化も低炭素認定制度の評価項目に
「高炉セメント又はフライアッシュセメントを主要構造部に使用していること」が評価項目の一つに

◆今後、建築分野において、建築物自体（躯体）の低炭素化が重要となることは必至だが低炭素化工
法・材料を定量的かつ客観的に評価可能な評価ツールがない

⇒建築物自体（躯体+仕上げ）のCO2排出量に関して算定方法を確立

◆算定方法の透明性・信頼性を確保するため、「カーボンフットプリント システム認証」取得

⇒業界初の率先取組として、社外へ積極的にアピールする

CO2削減規制等の動向
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CFPプログラム活用への取組み

2）ＰＣＲ策定、ＣＦＰ算定

◆日本建築学会の建物のLCA指針をベースに策定

但し、資材の種類、工種等があまりに多いため、どこまで簡略化できるかがポイント

（煩雑だと使われなくなっていく…）

まずは、PCRを策定し、CFP算定してみる

（影響度が小さい箇所はできるだけ簡略化）

⇒建築業界にCFPを展開

その後、コミュニケーションを図り、更新していく。

型枠は？仮設は？重機の製造は？外構は？

施工時の評価は？

⇒すべてを詳細にやりだすとキリがない

©2013 HAZAMA ANDO CORPORATION. All Rights Reserved.

①モデル建築物（一般的なRC造ビルを想定）の設定

②モデル建築物の算定を目指したCFP-PCRを作成する

③CFP-PCRを第三者認証機関である産業環境管理協会のHP上で公開・意見公募

④ CFP-PCRに意見を反映させ、審査を受ける

⑤ CFP-PCR認定（2014/5/23）
https://www.cfp-japan.jp/calculate/authorize/pcr.php

⑥認定されたCFP-PCRに基づきモデル建築物のCFPを試算

⑦計算結果の検証

⑧合格（2014/6/18）

⑨登録・公開申請

公開先⇒https://www.cfp-japan.jp/calculate/verify/permission.php

⑩CFPマーク使用許諾契約締結

⑪CFP宣言公開・認定取得（2014/7/25業界初！）

CFP宣言認定取得まで
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CFP宣言認定取得まで
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・企業イメージの向上（環境に関するイメージだけでなく、「将来を見据えている会社」であるというアピ
ール）
・総合評価等での環境負荷低減に関する定量的な検証結果の提供
・建築物自体のCO2排出量の評価軸の確立（材料・工法の適切な評価、研究開発段階での試算）
・営業活動への利用（各業界のリーディングカンパニーとの共通の話題）

【CFP認定取得により得られる当社のメリット】

【考えられる当社のお客様へのメリット】

・建築物の付加価値の向上（環境配慮への取組姿勢を出すことでのイメージ強化）
・CASBEEやカーボン・オフセット等のその他の環境取組との連携（根拠のある数値の提供）
・企業イメージの向上
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CFPプログラム活用への取組み

3）社内の反応

多数意見

ひとつの数値を示すだけでは伝わらない

その数値が持つ意味を顧客へ正しく伝えることができるかどうか
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CFPプログラム活用への取組み

4）現在と今後のＣＦＰの活用方法について

【現在】

主に社外へ向けた取組みの発信

【今後】

・実案件への適用

・様々な建物、条件での試算（社内体制確立）

・CFP-PCRの適用範囲拡大
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CFPプログラム活用への取組み

CFPプログラムを通じて、積極的に皆様

とコミュニケーションを図り、建築物の環

境負荷低減に向けての取り組みを推進

してまいります


